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2. 基本方針 

○ 基本設計 

◆ コンセプト

癒しと温もりを感じるリラックスステーショ ン 
鳥取市西地域には日本海や鷲峰山等の豊かな自然資源があり、農林水産物、特産品など多様な地域資源に恵

まれている。  

またこの地域の観光資源の代表として浜村温泉や鹿野温泉がある。  

道の駅を訪れる方々 に、山、海、温泉、食べ物などの地域の魅力を感じていただく ことで、癒し・ 温もりを

提供するリラックスステーショ ンとなるようこのコンセプト とした。

◆ 道の駅の特色【 目玉・ ウリ】

○ 道の駅から周辺の田園風景や山並みを望み、 癒しを提供できる開放・ 快適空間！ 

・ ガラス張りの駅舎を中心とした施設整備により、建物と緑豊かな地

域の田園風景や山並みの眺めを一体化。  

・ 来訪者に、 地域の豊かな自然環境の体感と癒し空間を提供。  

・ 施設南側の鷲峰山への眺望に配慮したオープンデッキで、光や風を

楽しむ居心地よい食事場所を提供。  

・ オープンスペースの確保により、市民による屋外イベント 開催と市

民交流を支援。

○ 農畜水産物の出来立て加工食品をその場で提供、 和紙づく りなどの伝統産業の体験も可能！ 

・ 物産コーナーでは地元産にこだわった農畜産物、海産物、特産品、加工品

等を提供、レスト ランでは、地元食材にこだわったオリジナルメニューも

提供。  

・ 農畜水産加工室を設置し、購入した地元の食材をその場で調理。新鮮で安

心な食の提供。  

・ 地元の産物を使った新しい商品や特産品の開発、チャレンジショ ップの受

入れにより、 ６次産業化や雇用創出に貢献。  

・ 多目的利用が可能な体験交流室（ 兼）地域交流室は、ご当地アイスづく り・

紙すき・ 和紙あそび・ そば打ち・ 手づく り等の多様な体験の受け皿として

活用。  

・ 地域の観光やイベント 、 歴史文化等の情報の提供と案内・ 誘導。  

○ 周辺の自然環境に配慮した再生可能エネルギーの導入等による安全で安心な拠点づく り！ 

・ 太陽光を使用した照明、 木質バイオマスによる給湯など、 自然環境に配慮

した再生可能エネルギーの導入によるエコ拠点を実現。  

・ 防災機能の充実による安全安心拠点を提供。  

*停電時の駅舎内のト イレや情報コーナーの電源や給水ポンプ等の動力源

となる太陽光や非常用発電機 

*非常食等を配備する備蓄倉庫、 火災時の消防水利となる防火水槽 

*木質バイオマスによる常時配湯 

・ ガソリンスタンド併設による地域燃料センターの確保。

非常用発電機  備蓄倉庫 

○ 源泉５ ２度超の浜村・ 鹿野温泉により、 癒し・ 温もり・ 健康を提供！ 

・ 本市の代表的な観光資源である浜村・ 鹿野温泉を足湯で体験。 温泉地へ誘導。  

・ 足湯で四季おりおりの自然を眺めながらゆったりと温泉気分を満喫。  

・ 温泉効果と道の駅での健康的な食材の提供による健康づく り。  

・ 利用者の語らいの場として交流機会を提供。  

・ 温泉地との連携を深め、 道の駅を発着とした温泉観光ルート を提案。

○ 基本構想・ 基本計画 

◆ 整備の目的 

○ 地域の課題を解決し、 地域の活性化につながる道の駅 

○ 鳥取市の西の玄関口となる道の駅 

○ 山陰道利用者の安全確保のための休憩施設 

○ 道の駅を中心としたまちづく りの拠点 

◆ 道の駅コンセプト  

人とまちを元気にする鳥取・ 因幡らしさが息づく  西因幡 道の駅 

◆ 道の駅に求める姿 

♪１ ． 誰もが立寄りたく なる、「 おもしろい 道の駅」  

２ ． 地域を周遊するきっかけの「 まちの顔・ 案内人」  

３ ． 地域の人が使いやすく 、 やりたいことができる「 地域のための道の駅」  

４ ． まちがうるおい、 元気になる！「 地域に還元する道の駅」  

■ 「 気高道の駅（ 仮称）」  鳥取市既存道の駅との比較（ 参考）  

道の駅 神話の里白うさぎ 清流茶屋かわはら 気高（ 仮称） （ 案）  

コンセプト  神話ロマンを誘う道の駅 街道の茶屋 
癒しと温もりを感じる 

リラックスステーショ ン 

施設の特色 

・「 因幡の白うさぎ」の神話を

イメージした２ 階建ての建

物 

・ １ 階には地元の特産品を中

心とした物産販売 

・ ２ 階には日本海に沈む夕日

や漁火を見ながら食事ので

きる和食を中心としたレス

ト ラン 

・ 白う さぎの伝説を生かした

魅力ある観光の拠点 

・ 茶屋をイメージした木造

瓦葺きの建物 

・ 新鮮な地元農産物の販売

や地元の味を堪能できる

レスト ラン 

・ 地産地消を中心とした地

域振興の拠点 

・ 隣接する千代川の河川敷

には水辺プラザも整備 

・ 周辺環境と一体化する明るく 開放

的な建物 

・ 鷲峰山を望む景観や風を感じるレ

スト ラン 

・ 新鮮な地元農産物や海産物等の直

売、 加工 

・ 6 次産業化を促進し体験可能な加

工施設、 チャレンジショ ップスペ

ース 

・ 災害時の拠点となる防災設備 

・ 地域の温泉を活用した足湯 

・ 地域燃料センターとなるガソリン

スタンドを併設 

造成面積 12,684 ㎡ 18 ,059 ㎡ 約19,000 ㎡ 

道路管理者 国土交通省 国土交通省 鳥取県 

建物延床面積 1,330 ㎡ 
1 ,866 ㎡（ 通路等含まず）  

2 ,066 ㎡（ 通路等含む）  

1 ,622.85 ㎡（ 通路等含まず）  

2 ,102.6 ㎡（ 通路等含む）  

施設

内容

鳥取市

物産販売 

レスト ラン 

展示スペース（ 因幡の白うさ

ぎ神話を紹介）  

物産販売 

レスト ラン 

農産物直売所 

コンビニエンススト ア 

物産販売 

レスト ラン 

体験加工室・ 地域交流室 

農産物直売所 

コンビニエンススト ア 

加工室 

足湯 

道路 

管理者

休憩施設（ ト イレ等）  

情報交流室 

休憩施設（ ト イレ等）  

情報交流室 

休憩施設（ ト イレ等）  

情報交流室 

備考 
地域交流・ 飲食コーナー、コン

ビニエンススト ア無し 
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7. イメージ図 

駅舎 
多機能用地 

足湯 

バルクタンク 

・ 温泉水タンク 

エネルギー・ 備蓄倉庫棟

多目的駐車場 

ガソリンスタンド（ 用地）  

駐輪スペース 

EV充電器 

RVパーク 

道の駅サイン 

大型車駐車場 

（ 22台）  

大型車回転場

小型車駐車場

（ 69台）  

小型車駐車場 

（ 50台）  

多機能用地 

鳥取西道路 

浜村鹿野温泉Ｉ Ｃ 

（ 仮称）  

主要地方道郡家鹿野気高線 

浜村川 

バス乗降場

コンビニ

イベント ・

休憩
レスト ラン 

情報

・ ト イレ
物産販売

受水槽 
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（ 建築外観パース）  
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8. 概算工事費と事業スケジュール 

○ 基本設計概算工事費 ○ 事業スケジュール（ 今後の予定）

※ ただし、 事務費、 備品、 内装工事等は除く 。

用地

用地・購入 用地購入

測量・調査

用地調査、測量（敷地） 分筆測量

土木設計

造成・造園・舗装等実施設計 造園・舗装等設計

建築設計

建築実施設計、工事監理 実施設計 工事監理

工事

造成工事 造成工事

建築工事（防災・再生エネルギーを含む） 建築工事

造園・舗装等工事 外構等

下水道工事 接続工事

上水道工事 配水管工事

その他、民間施設工事 県道改良工事・民間工事

（県道改良、ＧＳ、コンビニ、内装等）

平成２９年度 平成３０年度

道
の
駅
オ
ー
プ
ン

浜
村
鹿
野
温
泉
Ｉ
Ｃ
（仮
称
）
供
用
開
始

山
陰
道

鳥
取
西
道
路
全
線
開
通

（単位：千円）

用　地 用地購入費（市部分） 71,000

測量・調査 現地・路線・用地測量、地質調査 13,000

土木設計 道の駅基本・実施設計 31,000
上・下水道実施設計 13,000

建築設計 建築基本・実施設計、工事監理 48,000

工　事 造成、造園・舗装、足湯等工事 624,000
建築工事 789,000
上・下水道工事 195,000
防災・再生エネルギー工事 113,000

1,897,000合　　　　　　　　　計

工事費（消費税込）業務

【 留意事項】

◇ 管理運営については指定管理者制度を導入します。（ 平成３０年度に募集予定）

※ 指定管理者の費用負担により実施していただく もの

○ 物産・ 飲食コーナー及びレスト ラン部分の内装工事（ 仕上げのみ）、照明・ 厨房の設備

機器（ 配線、 配管共） 並びに家具・ 備品等の購入に係る経費

○ コンビニエンススト ア部分の内装工事（ 全般） 及び照明・ 給排水の設備機器（ 配線、配

管共） 並びに備品等の購入に係る経費

◇ ガソリンスタンド部分については指定管理者とは別途に募集します。



第１回青谷地域振興会議 議事質問＆回答

〇鳥取市地域内情報伝達設備整備事業について

【 質問１】 防災無線が入らない地域がある。 入らないところがあるらしいという

ことでは、 済まされない。 きっちり対応をしてほしいことを要望したい。

【 回答１】 現在、 聞こえにく いところなどを職員が調査中です。

なお、 調査方法もさらに検討します。

これら調査結果をもとに、 危機管理課と協議して対応します。

〇平成２ ９ 年度総合支所当初予算について

【 質問２】「 あおや和紙工房」 と「 かちべ伝承館」 の利用状況はどうか。大きな予

算を計上しているが。

【 回答２】 利用状況

あおや和紙工房 Ｈ２ ８ 年度 ２２ ， ３ ３ ０人

かちべ伝承館 Ｈ２ ８ 年度 ４ ， ６ ０ ０人

【 質問３】 勝部川の河口のしゅんせつ工事で、 県との間で、 確約書で水深は何メ

ート ルを確保しているか。

【 回答３】 Ｈ６年の県鳥取土木事務所長の確約書では

河口部の計画河床高 T. P －3. 00m（ 水深） としてその維持等に努めます。

〇その他

【 質問４】 ２ ８年度に生まれた子どもの数の報告があったが、 合計特殊出生率に

ついてはどうなのか。

【 回答４】 合計特殊出生率

Ｈ２７ 年 Ｈ２６ 年 Ｈ２ ５年

鳥取市 1. 66 1. 60 1. 55

鳥取県 1. 69 1. 60 1. 62

国 1. 46 1. 42 1. 43

＊青谷町分についてはデータがありません。

＊Ｈ２ ８年は、 １ １月ごろ鳥取県より公表予定



短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

〇青谷憩いの場整
備等

35,900 24,471 達成 継続 10,300 5,999 達成 拡大

〇JR駅前広場周辺
整備等

〇JR駅前広場周辺
整備等

〇企業誘致 〇企業誘致 〇企業誘致 立地可能な用地の把握

西部地域三町で候補地
をピックアップし、工業
団地造成における諸課
題に対する関係課の意
見聴取を行いながら、
候補地を検討している。
企業立地・支援課と連
携し、企業誘致に努め
ている。

誘致に向けて検討して
いく。

青谷町総合支所
産業建設課

企 業 立 地 ・ 支援
課

地域活性化イベン
トの再構築

〇鳥取市西いなば
地域振興グランドデ
ザインとの連携
〇地域活性化イベ
ントの再考・定着

〇地域活性化イベ
ントの再考・定着

現状把握・見直し検討、
関係機関等との協議

3,701 3,695

各種イベントを大幅に
見直し、地域資源、賑
わいの創出を主題とし
た取り組みへの方向転
換を推進した。

3,701 3,677

和紙産地強化事業
・「因州和紙フォーラム」
を10/15にとりぎん文化
会館で開催し、因州和
紙の価値を再認識しな
がら、その進むべき方
向などの意見発表等を
実施した。
・「因州和紙フェスタ＆
ひおき収穫祭」を11/20
に和紙の里青谷町日置
地区で開催し、和紙産
地の活性化を図った。
・手すき和紙保存事業
として、伝統技術の保
存、継承に向けた取り
組みを行った。

青谷ようこそ市場「あお
いち」事業
6月～11月まで毎月１
回計6回実施、バザー
やイベントを実施した。
まちなか周遊も大学生
の企画として取り入れ
るなど、新たな展開を
図った。

3,016 3,016 達成 継続

伝統産業である因州和
紙の産地強化とまちな
かの賑わいを目的とし
た定期開催イベントに
取り組む。
・因州和紙フェスタ＆ひ
お き 収 穫 祭 （ 11/19 開
催）、手すき和紙伝統技
術の保存、継承事業ほ
か
・青谷ようこそ市場（通
称：「あおいち」）開催（6
月～10月、月１回）
事業場所：青谷町駅前
通称：青谷賑わい広場
（青谷ようこそ館前）及
び夏泊漁港

3,016
青谷町総合支所
地域振興課

地域コミュニティの
充実

【協働のまちづくり
の推進】

〇各地区のまちづく
りリーダーの発掘
〇各地区のまちづく
りリーダーの育成
〇各地区公民館周
辺整備検討

〇各地区のまちづく
りリーダーの育成
〇各地区公民館周
辺整備検討

まちづくりリーダーの発
掘、新たな若者団体の
育成に繋げるため、地
域振興特定予算の見
直しを行った。

元気塾13団体、個人10
名が開催された8回の
講座にそれぞれ参加し
た。また、井手ケ浜で交
流講座サンセットコン
サートを開催するなど
の動きが出ている。こ
のような状況のさらなる
浸透を図り、新たなまち
づくりリーダーの発掘に
繋げていく。

達成 継続
元 気 塾 参 加 団 体 （ 個
人）の立ち上げ支援等
を行う。

青谷町総合支所
地域振興課

53,332 達成 継続

青谷 「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画 進捗状況 H２９年５月現在

項目名
目標

【基本計画・施策】

推進期間
２６年度 ２７年度 ２８年度

担当課

２９年度

① 地域コミュニ
ティの増進、活力
のあるまちづくり

地 域 生 活 拠 点の
整備

【 生 活 基 盤 の 充
実】
【工業の振興】

・青谷賑わいの場整備
工事
・青谷憩いの場設計業
務

青谷町総合支所
産業建設課

都市企画課

・福井田川親水護岸設
計業務
・旧中央公民館解体設
計業務

・福井田川親水護岸整
備工事
・中央公民館解体工事
等
・排水ポンプ設計業務
・青谷駅前広場設計業
務

・青谷中央広場（仮称）
整備事業（旧青谷中央
公民館（講堂）解体工
事）
・ＪＲ青谷駅前広場整備
事業（工事）
・ＪＲ青谷駅前バス待合
所整備事業（設計業
務）
・排水ポンプ増設事業
（用地買収）

57,332 74,571

1



短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

青谷 「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画 進捗状況 H２９年５月現在

項目名
目標

【基本計画・施策】

推進期間
２６年度 ２７年度 ２８年度

担当課

２９年度

① 「卓球のまち青
谷」の復活
② 国 際 交 流 事業
の継続、拡大
③ 保育園、小中高
との連携強化

【教育の充実】
【スポーツ・レクリ
エーションの振興】
【ビジットとっとりの
展開】
【交流拠点の魅力
創出】

〇青谷高等学校存
続に向けた組織立
ち上げ
〇「卓球のまち青
谷」復活に向けて町
民の意識改革・卓
球大会の開催
〇各種イベント等へ
の参画
〇留学生の受け入
れ
〇人材育成（通訳
等）
〇郷土愛を育む事
業
（青谷再発見、子ど
もガイド養成）
〇国際交流イベント
の推進

〇郷土愛を育む事
業
（青谷再発見、子ど
もガイド養成）
〇留学生の受け入
れ
〇人材育成（通訳
等）

・12月、青谷高等学校
存続に向けた組織「青
谷高等学校のあり方を
考える協議会」を立ち上
げた。

「卓球のまち青谷復活」
に向け、8月に高校卓球
部員による卓球教室を
開催した。

近府県の中学校の参
加による「第１回青谷
オープン卓球大会」を
開催し、地域、高校一
体となって取り組んだ。

市及び青谷高等学校の
共催事業である「日中
韓高校生国際シンポジ
ウム」を開催し、国際交
流の意識を高めた。

青谷高校生と地域の繋
がりを強めるため、各
種イベント等への参画
を行った。

青谷高等学校の平成
28年度の入学者が激
減したことを受け、コー
ディネーターの設置に
向 け た 視 察 等 を 行 っ
た。

2回目となる、高校卓球
部員による卓球教室を
9月18日にトレーニング
センターで開催した。

第2回青谷オープン卓
球大会を11月12日・13
日、トレ ーニ ング セン
ターで開催した。昨年よ
り参加チーム数も増え、
また、大会の存在も県
内外に広まりつつある。

「日中韓高校生国際交
流事業」を9/13～15に
青谷高等学校ほかで実
施し、中国、韓国の高
校生と青谷高校生が交
流した。

500

813

500

576

達成

達成

達成

達成

継続

継続

継続

見直し
継続

「青谷高等学校のあり
方を考える協議会」に
代わる新たな組織「青
谷高等学校活性化委
員会（仮称）」を立ち上
げ、地域との連携を強
化し、魅力アップを目指
す。

3回目となる、高校卓球
部員による卓球教室を
9月に開催予定。

第3回青谷オープン卓
球大会を 11/18 ・ 19開
催。大会知名度のアッ
プを図る。

韓国居昌中央高等学
校との相互交流等によ
る学校間交流を実施予
定。（青谷高校事業・予
算）

500

青谷町総合支所
地域振興課

① 地域コミュニ
ティの増進、活力
のあるまちづくり
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短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

青谷 「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画 進捗状況 H２９年５月現在

項目名
目標

【基本計画・施策】

推進期間
２６年度 ２７年度 ２８年度

担当課

２９年度

〇地場産業の現状
把握

〇特産品の販路拡
大

〇特産品の販路拡
大

〇担い手育成と後
継者の確保

〇担い手育成と後
継者の確保

〇担い手育成と後
継者の確保

就農舎を中心とした担
い手育成
・現在、研修生２人、就
農について関係機関の
協力で育成指導中

達成 継続

就農舎を中心とした担
い手育成
で、研修生2名が就農
の研修中。引き続き、
関係機関の協力のもと
継続実施。

〇夏泊朝市の実
施・地域の活性化・
交流人口の拡大

夏泊朝市の実施・地域
の活性化・交流人口の
拡大

194 194

漁村地域交流人口の
拡大
・PR活動
・開催日数の増加

200 200

夏泊定置網朝市のＰＲ
・あおいちなどの町内各
イベントに参加し夏泊定
置をPR
・地元住民のＳＮＳ発信
支援
・地区公民館料理教室
に参加し魚食普及促進
（1月）

夏泊定置で水揚される
鮮魚を利用して加工販
売する第6次産業化の
検討
・9/27 先進地視察（赤
崎漁協）

達成 継続

夏泊定置網朝市の継
続実施及びあおいちや
各地区イベントへの参
加でＰＲ活動を実施す
る。また、料理教室での
魚食普及とともに朝市
のＰＲを実施する。
6次産業化については、
県漁協の理解を得なが
ら地元組織の立ち上げ
に向け調整する。

〇ジオ関連ガイドの
養成・活動開始

H28.3 青谷町ガイドネッ
トワーク設立

青谷町ガイドネットワー
ク
・例会の開催
・11/27青谷地域「魅
力・輝き」」発見発掘ツ
アーを実施した
・9/17勝部地区モニ
ターツアーに協力した。

90 90 達成 継続

青谷町ガイドネットワー
ク
・例会の開催により情
報共有を図る。
・ガイドパンフレットの作
製
・ガイドネットワーク主催
のイベントを計画する。

青谷町総合支所
地域振興課

達成 継続

市民活動を通し特産物
の販売及びふるさと納
税商品などへ販路拡大
をＰＲ
・8/2 池田市表敬訪問
　（農業公社、農業者、
支所）
・8/27池田市民カーニ
バル
　（農業公社、支所）
・11/19～20池田市農
業祭
　（公社、農業者など計
6名）

② 地域資源の有
効活用による、魅
力あるまちづくり

地場産業の育成

【農林水産業の振
興】
【ビジットとっとりの
展開】

生産品目・出荷量調査
・農産物・加工品等
・因州和紙
農業公社を中心とした
市場調査と販売網の拡
充
・都市交流（池田市）
・ふるさと納税
JA農業施策
担い手育成と後継者の
確保

生産品目・出荷量調査
・農産物・加工品等
・因州和紙
農業公社を中心とした
市場調査と販売網の拡
充
・都市交流（池田市）
・ふるさと納税
JA農業施策
担い手育成と後継者の
確保

市民活動を通し特産物
の販売及びふるさと納
税商品などへ販路拡大
を図り、引き続きＰＲを
実施する。
・池田市民カーニバル
8月予定
・池田市農業祭　11月
予定

青谷町総合支所
産業建設課
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短期 中期 長期

～２９年度 ～３１年度 ～３５年度 実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成
度

事業の
方向性

実施内容
予算額
（千円）

青谷 「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画 進捗状況 H２９年５月現在

項目名
目標

【基本計画・施策】

推進期間
２６年度 ２７年度 ２８年度

担当課

２９年度

〇青谷上寺地遺跡
保存管理計画・整
備活用基本計画に
基づいた整備

〇青谷上寺地遺跡
保存管理計画・整
備活用基本計画に
基づいた整備

〇青谷上寺地遺跡
保存管理計画・整
備活用基本計画に
基づいた整備

青谷上寺地遺跡史跡
保存活用協議会の支
援

2,000 1,662
青谷上寺地遺跡史跡
保存活用協議会の支
援

2,000 1,997
青谷上寺地遺跡史跡
保存活用協議会の支
援

2,000 1,887 達成 継続
青谷上寺地遺跡史跡
保存活用協議会の支
援

2,000 文化財課

ＪＲ青谷駅前整備に合
わせ、観光案内板等の
設置を検討する。

ＪＲ青谷駅前整備に合
わせ、観光案内板等の
設置を検討する。

青谷町総合支所
地域振興課

青谷再発見ツアーを実
施した（5/24）
こばしまウォークを実施
した（11/3）

7 0 達成 継続

・青谷再発見ツアー
5/16実施
・こばしまウォーク
11/3予定

7
教育委員会
青谷町分室

自主防災組織の
充実と連携

【地域防災力の充
実】

〇自主防災組織の
体制整備・連携

〇自主防災組織の
体制整備・連携

〇自主防災組織の
体制整備・連携

市補助事業の活用
防災資機材整備補助
金（Ｈ28まで）　6自主防
災会実施

500 335

市補助事業の活用
防災資機材整備補助
金（Ｈ28まで）　11自主
防災会実施

500 417

市補助事業の活用
防災資機材整備補助
金（Ｈ28まで）　12自主
防災会実施

500 585 達成 廃止

市補助事業延長（Ｈ29
まで）
防災資機材整備補助
金
未実施13自主防災会
実施

650
青谷町総合支所
地域振興課

避難行動要援護
者支援制度への
登録啓発（新規登
録、追加登録の促
進）

【地域福祉力の向
上】

〇制度の啓発及び
地域との連携

〇制度の啓発及び
地域との連携

〇制度の啓発及び
地域との連携

６月に中郷地区、７月に
日置谷地区への説明
会を実施し、未取組地
区の解消に努めた。

区長文書を通して区及
び市民に対しての登録
啓発を行った。

町内各地区区長会で説
明と取り組みを依頼し
た。
民生委員さんへも本事
業を説明し、それぞれ
担当地区への啓発を依
頼した。

達成 継続
区長研修会等で説明を
行い、引き続き登録啓
発を図る。

青谷町総合支所
市民福祉課

ひとり暮らしの高
齢者世帯へ「安心
ホットライン」設置
の啓発

【地域福祉力の向
上】

〇地域と連携しつ
つ、避難行動要支援
制度と合わせて本事
業の周知を図る。

〇地域と連携しつ
つ、避難行動要支援
制度と合わせて本事
業の周知を図る。

〇地域と連携しつ
つ、避難行動要支援
制度と合わせて本事
業の周知を図る。

１０月に青谷地区で説
明会を実施し、事業の
啓発を行った。

２月の区長研修会で事
業の説明を行った。

青谷町自治連合会研
修会で説明を行い、ひ
とり暮らしの高齢者、高
齢者世帯を中心に設置
の啓発を進めた。民生
委員さんへも本事業を
説明し、それぞれ担当
地区への啓発を依頼し
た。

達成 継続

青谷町自治連合会研
修会等で説明を行い、
引き続き設置啓発を図
る。民生委員さんへも
本事業を説明し、それ
ぞれ担当地区への啓発
を依頼する。

青谷町総合支所
市民福祉課

② 地域資源の有
効活用による、魅
力あるまちづくり

歴史的資源等を磨
き上げ交流人口を
増加

【文化財の保存・
活用】
【ビジットとっとりの
展開】

〇情報板等の検
討・整備
〇地域の歴史認
識、地域への愛着
を深めるための修
景の検討・整備

〇地域の歴史認
識、地域への愛着
を深めるための修
景の検討・整備
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